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９
月

29

日
(
金

)
夜

、
北

区
役

所
・
７
階
で
「
建
設
業
者
の
た
め

の
労
働
保
険
、
一
人
親
方
保
険
の

加
入
説
明
会
」
を
開
催
し
、
柳
澤

会
長
、
井
浪
副
会
長
と
事
務
局
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

説
明
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
Ｄ

Ｍ
を
発
送
し
た
と
こ
ろ
、
Ｄ
Ｍ
を

受
け

取
っ

た
元

請
に

紹
介

さ
れ

た
Ｔ
さ
ん
（
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
）
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

労
働

保
険

の
仕

組
み

や
保

険

料
な
ど
の
説
明
の
後
、
具
体
的
な

相
談
に
の
り
ま
し
た
。
 

Ｔ
さ
ん
は
、
独
立
・
開
業
し
て

１
年
余
り
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
っ

誘
っ
て
、
『
何
で
も
相
談

会
』
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
ま
た
、
相
談
会
に
向
け
て
チ
ラ

シ
を
配
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

拡
大
リ
レ
ー
 

３
回
目
の
バ
ト
ン

 

10

月

26

日
(
木
)
に
「
拡
大
リ

レ
ー

」
の

３
回

目
の

バ
ト

ン
が

回
っ
て
き
ま
す
。
 

 
入
会
者
の
紹
介
、
読
者
や
共

済
加
入
者
、
婦
人
・
青
年
部
員
を

増
や

し
て

頂
い

た
方

に
「

ク
オ

カ
ー
ド
」
等
を
進
呈
し
ま
す
。
 

 
み
ん
な
で
参
加
し
て
、
大
き
な

民
商
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

!!

 

 

て
い
る
が
、
常
用
の
従
業
員
を
雇

い
た
い
な
ど
の
希
望
も
あ
り
、
引

き
続
き
、
対
応
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

労
働

保
険

や
社

会
保

険
の

加
入
強
要
続
く
 

 
建
設
関
連
の
仕
事
で
、
１
ヶ
月

に
数

日
の

ア
ル

バ
イ

ト
程

度
に

も
か
か
わ
ら
ず
「
一
人
親
方
保
険

に
入
ら
な
い
と
、
現
場
に
入
れ
な

い
と
い
わ
れ
た
」
と
、
９
月
中
旬

に
相
談
に
来
た
方
も
あ
り
ま
す
。

 
労
働
保
険
（
一
人
親
方
含
む
）

や
社

会
保

険
へ

の
加

入
強

要
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ま
わ
り
に
も
、
悩
ん
で
い
る
建
設

業
者
い
ま
す
。「

民
商
へ
相
談
を
」

の
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
 

何
で
も
相
談
会
に
 

知
り
合
い
の
業
者
と
 

一
緒
に
参
加
を

 

10

月

22

日
(
日

)
午

後
２

時

か
ら
民
商
事
務
所
で
『
何
で
も
相

談
会
』
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

 
労

働
保

険
や

社
会

保
険

の
加

入
の
ほ
か
、
記
帳
や
申
告
、
税
務

調
査
、
税
金
な
ど
の
滞
納
、
資
金

繰
り
な
ど
、
知
り
合
い
の
業
者
を

第　９　条 擁　護 改　定 改　定

安保法制（戦争法） 廃　止 継　続 継　続

秘密保護法 廃　止 継　続 継　続

共　謀　罪 廃　止 継　続 継　続

反　対 凍　結 賛　成

徹底的に 不　明 しない

対　話 圧　力 圧　力

すぐに 2030年以降 しない

すぐに 不　明 しない

森友・加計疑惑追及

公　　　　約

北朝鮮への対応

原発廃止

核兵器禁止条約

消費税増税

各党の選挙公約の比較

希望の党

自民党

公明党

憲法関連

共産党

社民党

市民連合

 

10

月

10

日
公

示
、

22

日
投
票
で
「
総
選
挙
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
「
独
裁
、

暴
走
、
ご
う
慢
」
な
安
倍

自
公
政
権
を
退
陣
に
追
い

込
む
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
 

ど
の
政
党
、
候
補
者
が

中
小
業
者
・
国
民
の
営
業

と
く
ら
し
を
守
る
の
か
、

し
っ
か
り
見
極
め
て
投
票

し
ま
し
ょ
う
。
 

 

 

 民商・愛商連も加盟する愛知社保協が行ってい

る「国保アンケート」に取り組んでいます。 

 約 20 通がＦＡＸや郵送で届いていますが、２

人の方が「短期保険証」と回答しています。 

 また、高すぎる「保険料を下げてほしい」とい

う回答も多くあります。 

 先日、「もともと資格証で、保険料を分納する

約束をしていたが払えず、『差押えをする』と言っ

てきた」と相談があり、西区役所・保険年金課へ

「資格証明書の交付をやめ、差押えもやめよ」と

交渉に行きました。 

 保険料や税金が払えない 

ときは、まず民商へ相談し 

て下さい。 

＝ 加入説明会の様子 ＝ 


